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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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H8/38602Rグループ 
4線式バス通信モードによる EEPROMとの送受信 

要旨 
SSU (Synchronous Serial communication Unit) の 4線式バス通信モードを用いて，EEPROMとの通信を行い
ます。 

動作確認デバイス 
H8/38602R 

HN58X2532I (EEPROM) 
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1. 仕様 
• 図 1に示すように，H8/38602Rの SSU4線式バス通信モードにより，EEPROMとの通信を行います。 
• 本タスク例では，H8/38602Rマイコンより 32バイトのデータを EEPROMにライトし，書き込んだデータ

32バイトをリードします。 
• 本タスク例での転送クロックレートは，φ/16*です (φ = 10MHz)。 
• 本タスク例で紹介するプログラムは，最高転送クロックレートはφ/16です。φ/16より速い転送クロックレ
ートでは，SCS端子が Lowレベルに固定できませんので，正常に動作しません。 

【注】 本タスク例で紹介するプログラムは、最高転送クロックレートφ/16です。φ/16より速い転送クロック
レートでは、次のデータの転送準備が終了する前にデータ転送が完了し、SCS信号が LOWレベルに
固定できず正常に動作しません。 

 

Vcc
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GND

Vcc
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SCS

SSCK

SSI
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S

C

Q

D

H8/38602R EEPROM

 

図 1 SSUの 4線式バス通信モードの接続図 



H8/38602Rグループ 
4線式バス通信モードによる EEPROMとの送受信 

RJJ06B0590-0100/Rev.1.00 2005.03 page 3 of 29 

2. 使用機能説明 

2.1 使用機能 
本タスク例では，H8/38602Rの SSUの 4線式バス通信モードにより，EEPROMとの通信を行います。図 2
に SSUのブロック図を示し，以下に機能説明をします。 

 

2.1.1 SSU4線式バス通信モード機能 
H8/38602Rマイコンより 32バイトのデータを EEPROMにライトし，書き込んだデータ 32バイトをリード
します。転送クロックレートは，φ/16です (φ = 10MHz)。 

• SSコントロールレジスタ H (SSCRH) 
マスタ/スレーブデバイス選択，SSCK端子選択，SCS端子選択を設定するレジスタです。 

• SSコントロールレジスタ L (SSCRL) 
モードを選択するレジスタです。 

• SSモードレジスタ (SSMR) 
MSBファースト/LSBファーストの選択，転送クロックレート選択を設定するレジスタです。 

• SSイネーブルレジスタ (SSER) 
トランスミットイネーブル，レシーブイネーブルを設定するレジスタです。 

• SSステータスレジスタ (SSSR) 
各種割り込みフラグを設定するレジスタです。 

• SSレシーブデータレジスタ (SSRDR) 
受信したシリアルデータを格納する 8ビットのレジスタです。SSUは，1バイトのシリアルデータの受信
が終了すると，SSTRSRから受信したシリアルデータを転送して格納し，受信動作を完了します。この後，
SSTRSRは受信可能となります。このように SSTRSRと SSRDRはダブルバッファになっているため，連
続した受信動作が可能です。なお，SSRDRはリード専用のレジスタで，CPUからライトできません。SSRDR
の初期値は H'00です。 

• SSトランスミットデータレジスタ (SSTDR) 
送信するシリアルデータを格納する 8ビットのレジスタで，常に CPUによるリード/ライトが可能です。
SSUは SSTRSRの空きを検出すると，SSTDRにライトされた送信データを SSTRSRに転送してシリアル
送信を開始します。SSTRSRのシリアルデータ送信中，SSTDRに次の送信データをライトしておくと，
連続してシリアル送信できます。SSTDRの初期値は H'00です。 

• SSシフトレジスタ (SSTRSR) 
シリアルデータを送受信するためのシフトレジスタです。SSTDRから SSTRSRに送信データが転送され
る際のビット 0には，SSMRのMLS = 0のとき SSTDRのビット 0が転送され (LSBファースト通信)，
MLS = 1のとき SSTDRのビット 7が転送されます (MSBファースト通信)。CPUから直接 SSTRSRをリー
ド/ライトできません。 
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図 2 SSUのブロック図 

2.1.2 ウォッチドッグタイマ機能 
H8/38602Rはウォッチドッグタイマを内蔵しており，リセット後，ウォッチドッグタイマはオンになりま
す。タイマカウンタWD (TCWD) はカウントアップ動作を行い，TCWDがオーバフローすると H8/38602R
内部をリセットします。本タスク例では，ウォッチドッグタイマ機能を使用しないため，ウォッチドッグタ
イマ機能を停止させます。 

• タイマコントロール/ステータスレジスタWD1 (TCSRWD1) 
TCSRWD1は TCSRWD1自身と TCWDの書き込み制御を行うレジスタです。また，ウォッチドッグタイ
マの動作制御と動作状態を示します。本レジスタの書き換えはMOV命令で行ってください。ビット操作
命令では，設定値の変更ができません。 

 
2.1.3 モジュールスタンバイ機能 
モジュールスタンバイ機能により，SSUはリセット解除後モジュールスタンバイ状態に設定されています。
クロック停止レジスタ 2 (CKSTPR2) の SSUCKSTPを 1に設定することにより，SSUのモジュールスタンバ
イ状態を解除します。 

• クロック停止レジスタ 2 (CKSTPR2) 
内蔵周辺モジュールをモジュール単位でスタンバイ状態を制御します。 
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2.2 機能割り付け 
本タスク例の機能割り付けを表 1に示します。表 1に示すように機能を割り付け，SSUの 4線式バス通信
モードにより，EEPROMとの通信を行います。 

表 1 機能割り付け 

機能 分類 機能割り付け 
SSCK 端子 SSUのクロック出力端子 
SSI 端子 SSUのデータ入力端子 
SSO 端子 SSUのデータ出力端子 
SCS 端子 SSUのチップセレクト出力端子 
SSCRH SSU マスタモード選択，SSCK端子選択，SCS端子選択 
SSCRL SSU 4線式バス通信モードを選択 
SSMR SSU MSBファーストの選択，転送クロックレートφ/16を選択 
SSER SSU 送信，受信を許可 
SSSR SSU ステータスフラグ 
SSRDR SSU 受信データを格納するレジスタ 
SSTDR SSU 送信データを格納するレジスタ 
SSTRSR SSU データを送信/受信するためのシフトレジスタ 
CKSTPR2 低消費電力 SSUモジュールスタンバイ状態を解除 
TCSRWD1 WDT ウォッチドッグタイマの停止 
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3. EEPROMの仕様 
本タスク例で使用する EEPROM (HN58X2532) の仕様について，簡単に説明します。詳細につきましては，

RENESAS HN58X2532I/HN58X2564Iシリーズのマニュアルを参照してください。 

3.1 ピン機能 
• シリアル出力 (Q) ： 
シリアルデータの出力端子です。データ出力は，シリアルクロックの立ち上がりにて変化します。 

• シリアル入力 (D) ： 
シリアルデータの入力端子です。命令コード・アドレス・書き込みデータを取り込みます。シリアルクロッ
クの立ち上がりにてデータをラッチします。 

• シリアルクロック (C) ： 
シリアルデータのタイミングを設定するためのクロック入力端子です。命令コード・アドレスおよび書き
込みデータの入力は，クロックの立ち上がりで取り込まれます。データ出力は，クロックの立ち下がり時
に出力します。 

• チップセレクト (S) ： 
チップを選択状態に設定するための入力端子です。この入力が Hレベルのとき，デバイスは非選択状態
で，出力は High-Zとなります。内部にて書き込み状態でない限りデバイスはスタンバイ状態です。チッ
プセレクトを Lレベルにすると，デバイスはアクティブ状態になります。電源立ち上げ後，チップセレ
クトを立ち下げたときに何らかの命令コードを入力する必要があります。 

• ホールド (HOLD) ： 
ホールドは，デバイスを非選択状態にせずにシリアルコミュニケーションを休止するときに使用します。
ホールド状態では，シリアル出力クロックは High-Z状態となり，シリアル入力およびシリアルクロック
は Don't Careとなります。ホールド動作中は，チップセレクト (S) を Lレベルにし，デバイスをアクティ
ブ状態にしなければなりません。 

• ライトプロテクト (W) ： 
ライトプロテクトは，書き込み命令に対するプロテクトエリアサイズ (ステータスレジスタの BP1, BP0) 
を保護することを目的としています。このピンは，すべての書き込み動作中は Hもしくは Lに固定して
ください。 
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3.2 ステータスレジスタ 
ステータスレジスタの構成を，図 3に示します。ステータスレジスタは，専用の命令により読み出し・書
き込みが可能です。 

• WIP Bit：メモリが書き込み動作状態であることを示します。 
• WEL Bit：内部のWrite Enable Latchの状態を表示します。 
• BP0, BP1 Bit：Block Protectビットは，BP0, BP1の値にてプロテクトする領域を変更できるソフトウェア
プロテクトです。Block Protectビットは，不揮発性メモリで構成されているため電源を OFFしても記憶し
ています。 

• SRWD Bit：Status Register Write Disable (SRWD) ビットは，ライトプロテクト信号 (W) と関連して動作
します。SRWDビットとW信号の組み合わせにより，このデバイスはハードウェアプロテクト状態にな
ります。このとき，ステータスレジスタ内の不揮発性メモリで構成されるビット (SRWD, BP0, BP1) はリ
ードオンリーとなります。 

SRWD

b7

0 0 0 BP1 BP0 WEL WIP

b0

Status Register Write Disable
Block Protect Bits

Write Enable Latch Bits

Write In Progress Bits  

図 3 EEPROMステータスレジスタ構成図 

3.3 命令コード 
命令コードは表 2に示すように 1バイト構成です。もし，無効な命令を受信したときは，デバイスは非選
択状態 (S端子が High) になります。本タスクで使用する命令はWREN, RDSR, READ, WRITE命令です。 

 
表 2 命令コード 

Instruction Description Instruction format 
WREN Write Enable 0000 0110 
WRDI Write Disable 0000 0100 
RDSR Read Status Register 0000 0101 
WRSR Write Status Register 0000 0001 
READ Read from Memory Array 0000 0011 
WRITE Write to Memory Array 0000 0010 
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3.3.1 Write Enable (WREN) 
データの書き込み動作 (Write) を行う前には，Write Enable Latch (WEL) ビットをセットしなくてはなりま
せん。本命令が，WELビットをセットする方法です。 

チップセレクト (S) にてデバイスを選択後，シリアル入力 (D) より命令コードを入力します。Sでデバイ
スを非選択状態にすることにより，WELビットがセットされます。 

VH

VL

0 1 2 3 4 5 6 7

Instruction

VH

VL

VH

VL

High-Z

S

C

D

Q  

図 4 WREN動作 
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3.3.2 Read Status Register (RDSR) 
RDSRは，ステータスレジスタのデータを読み出すことができます。ステータスレジスタは，いつでも読
み出し可能です。書き込み動作進行中でも，WIPビットをチェックすることにより書き込み動作の進行を確
認することができます。また，ステータスレジスタは，連続して読み出すことが可能です。 

VH

VL

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

Instruction

VH

VL

VH

VL

High-Z
Status Register Out

S

C

D

Q 77 6 5 4 3 2 1 0

 

図 5 RDSR動作 

ステータスレジスタのステータスおよびコントロールビットは下記の通りです。 

• WIP bit： 
WIPビットは，メモリがWriteまたはWrite Status Registerの書き込み動作中か否かを表示します。1であ
れば書き込み中であり，0であれば書き込み動作は終了しています。 

• WEL bit： 
WELビットは，内部のWrite Enable Latchの状態を示します。1であれば内部のWrite Enable Latchがセッ
トされている状態です。0であれば内部のWrite Enable Latchがリセット状態で，デバイスはWRITEまた
はWrite Status Registerの命令を受けることができません。 

• BP0, BP1 bit： 
Block Protectビットは，不揮発性メモリで構成されています。これは，Write to Memory Array (WRITE) 命
令に対するソフトウェアプロテクトの領域サイズを定義するものです。これらのビットはWrite Status 
Register (WRSR) 命令にて書き換え可能です。Block Protectビットの一つまたは両方を 1にセットしたと
きWrite to Memory Array (WRITE) 命令に対して関連するメモリ領域 (アドレス範囲参照) がプロテクト
されます。Block Protectビットは，ハードウェアプロテクトモードでなければ書き換え可能です。 

• SRWD bit： 
Status Register Write Disableビットは，ライトプロテクト (W) 信号と関連して動作します。SRWDビット
とW (SRWDビット 1, W信号 L) により，ハードウェアプロテクトモード状態になります。このとき，ス
テータスレジスタの不揮発性メモリで構成されているビット (SRWD, BP0, BP1) は，リード専用ビットと
なり，WRSR命令は実行されません。 
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3.3.3 Read from Memory Array (READ) 
図 6に READ動作を示します。チップセレクト (S) に L入力後，シリアル入力 (D) より命令コード・ア
ドレスを入力します。入力されたアドレスは，内部アドレスレジスタへロードされ，そしてアドレスのデー
タがシリアル出力 (Q) より出力されます。 

もし，Sを Lに保持した場合，シリアルクロック入力 8クロックの後，内部アドレスレジスタは自動的に
インクリメントされて，新しいアドレスのデータを出力します。 

アドレスが最上位に到達したとき，アドレスカウンタはロールオーバしてアドレスは 0番地になり，リー
ドサイクルは際限なく続きます。 

リードサイクルを終わらせるためには，Sを Hにします。チップセレクトの立ち上がりはサイクル中いつ
でも可能です。READ命令コードが受け付けられない，または実行できない場合は，書き込みサイクルの実
行中です。 

VH

VL

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

Instruction 16-Bit Address

VH

VL

VH

VL

High-Z
Data Out 1 Data Out 2

S

C

D

Q 7 76 5 4 3 2 1 0

A

15

A

14

A

13
A3 A2 A1 A0

 

図 6 READ動作 

表 3 アドレス範囲 

Device Address bits 
HN58X2564I A12 to A0 
HN58X2532I A11 to A0 

【注】 1. b15-b13 are don't care on the HN58X2564 
 2. b15-b12 are don't care on the HN58X2532 
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3.3.4 Write to Memory Array (WRITE) 
図 7にWRITE動作を示します。最初にチップセレクト (S) を Lとします。その後，命令コード・アドレ
ス・データをシリアル入力 (D) より入力します。 

データ入力後または，次のシリアルクロック立ち上がり入力前に Sを Hとすることにより，セルフタイム
のWRITE動作を開始します。 

Sを Lとして次の入力データが入力されると，スタート時に与えられたアドレスの同じページの終わりに
向かってアドレスをインクリメントしながらデータが入力されます。もし，デバイスへ入力されるデータの
数がページ範囲を超えた場合，内部のアドレスカウンタはロールオーバしページの最初になり，先に入力さ
れたデータは上書きされます。 

この命令が受け付けられないか，または実行されない場合は下記に示します。 

• WELビットが 1にセットされていないとき (WRITE命令直前にあらかじめセットされていない) 
• すでに書き込みサイクル実行中 
• 書き込むアドレスページが BP0, BP1によってプロテクト領域となっている 

VH

VL

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

Instruction 16-Bit Address

VH

VL

VH

VL

High-Z

Data Byte 1 Data Byte 2

S

C

D

Q

7 76 5 4 3 2 1 0
A

15

A

14

A

13
A3 A2 A1 A0

 

図 7 WRITE動作 
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4. 動作説明 

4.1 送信モード 
本タスク例における送信モードの動作タイミングを図 8に示します。また，ソフトウェアおよびハードウェ
ア処理の内容を示します。 

7 6 0 7 6 0

1 1

SCS

SSCK

SSO

TDRE

TEND

1

1 2 3 2 3 4

(a) TDRE 1

(a) WDT

(b) SSU

(c) 

 

2

(a) TDRE 0

(a) SSTDR

 

3

(a) SSTDR SSTRSR

 

TDRE 1

4

(a) TEND 1

 

図 8 送信モード動作タイミング 
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4.2 送受信モード 
本タスク例における送受信モードの動作タイミングを図 9に示します。また，ソフトウェアおよびハード
ウェア処理の内容を示します。 

7 6 0 7 6 0

1 1

SCS

SSCK

SSO

7 6 0 7 6 0SSI

TDRE

TEND

RDRF

1

1 2 3 42 3 554 6

(a) TDRE 1

(a) SSU

(b) 

 

2

(a) TDRE 0

(a) SSTDR

 

5

(a) RDRF 0

(a) SSRDR

 

3

(a) SSTDR SSTRSR

 

(b) TDRE 1

4

(a) SSTRSR SSRDR

 

(b) RDRF 1

6

(a) TEND 1

 

図 9 送受信モード動作タイミング 
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5. ソフトウェア説明 
本タスク例では，SSUを SPIモード (4線式バス通信モード) に初期化し，マスタ送信，マスタ送受信の処
理を行います。 

5.1 関数一覧 
本タスク例の関数一覧を表 4に示します。 

表 4 関数一覧 

関数名 機能 
main ウォッチドッグタイマの停止，マスタ送受信の制御，使用 RAM領域の初期化
SSU_spi_init SSU, SPIモードの初期化，SSUモジュールスタンバイ状態を解除 
select_movement 動作モード選択 
transmit 送信処理 
receive 受信処理 

 

5.2 使用定数説明 
本タスク例で使用する定数を表 5に示します。 

表 5 使用定数 

ラベル名 定数値 説明 使用関数名 
SLAVE_ADRS H'0000 EEPROMの書き込み，読み込みを行う先頭アドレス main 
WREN H'06 EEPROM書き込みイネーブル命令 main 
RDSR H'05 EEPROMの Status Registerをリードする命令 main 
READ H'03 EEPROMリード命令 main 
WRITE H'02 EEPROMライト命令 main 
WIP H'01 書き込みチェックビット main 
TR_RE H'C0 送受信モード main 
TRANSMIT H'80 送信モード main 
SIZE H'20 EEPROMの 1ページサイズ main 

 

5.3 使用 RAM説明 
本タスク例で使用する RAMを表 6に示します。 

表 6 使用 RAM 

ラベル名 説明 メモリ消費量 使用関数名 
m_trs[SIZE] 送信データ格納バッファ 32バイト main 
m_rcv[SIZE] 受信データ格納バッファ 32バイト main 
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5.4 モジュール説明 

5.4.1 main()関数 
1. モジュール仕様 
• ウォッチドッグタイマの停止，マスタ送受信の制御，使用 RAM領域の初期化 
 

表 7 モジュール仕様 

 型 変数名 内容 
引数 なし なし なし 

 
2. 使用内部レジスタ説明 
以下に，本タスク例で使用する内部レジスタを示します。なお，設定値は本タスク例において使用してい
る値であり，初期値とは異なります。 
 
• SSER SSイネーブルレジスタ   アドレス：H'F0E3 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 
このビットが 1のとき，送信動作が可能になります。 
0：送信動作を禁止 

6 RE 0 R/W レシーブイネーブル 
このビットが 1のとき，受信動作が可能になります。 
0：受信動作を禁止 

 
• SSSR SSステータスレジスタ   アドレス：H'F0E4 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

3 TEND 不定 R/(W)* トランスミットエンド 
[セット条件] 
送信データの最後尾ビットの送信時に，TDREが 1であった
とき 

[クリア条件] 
1をリードした後，0をライトしたとき 
SSTDRへデータをライトしたとき 

【注】 * フラグクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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• TCSRWD1 タイマコントロール/ステータスレジスタWD1   アドレス：H'FFB1 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 B6WI 1 R/W ビット 6書き込み禁止 
このビットへの書き込み値が 0のときだけ，このレジスタのビッ
ト 6に対する書き込みが有効となります。リードすると常に 1が
読み出されます。 

6 TCWE 0 R/W タイマカウンタWD書き込み許可 
このビットが 1のとき TCWDがライトイネーブルとなります。
このビットにデータを書き込むときはビット 7の書き込み値は 0
にしてください 

5 B4WI 1 R/W ビット 4書き込み禁止 
このビットへの書き込み値が 0のときだけ，このレジスタのビッ
ト 4に対する書き込みが有効となります。リードすると常に 1が
読み出されます。 

4 TCSRWE 0 R/W タイマコントロール/ステータスレジスタWD1書き込み許可 
このビットが 1のとき，このレジスタのビット 2およびビット 0
がライトイネーブルになります。このビットにデータを書き込む
ときはビット 5の書き込み値は 0にしてください。 

3 B2WI 1 R/W ビット 2書き込み禁止 
このビットへの書き込み値が 0のときだけ，このレジスタのビッ
ト 2に対する書き込みが有効となります。リードすると常に 1が
読み出されます。 

2 WDON 0 R/W ウォッチドッグタイマオン 
このビットを 1にセットすると，TCWDがカウントアップを開
始します。0にクリアすると TCWDはカウントアップを停止し
ます。 

[クリア条件] 
TCSRWE = 1の状態で B2WIに 0, WDONに 0をライトしたとき

[セット条件] 
リセット 
TCSRWE = 1の状態で B2WIに 0, WDONに 1をライトしたとき

1 B0WI 1 R/W ビット 0書き込み禁止 
このビットへの書き込み値が 0のときだけ，このレジスタのビッ
ト 0に対する書き込みが有効となります。リードすると常に 1が
読み出されます。 

0 WRST 0 R/W ウォッチドッグタイマリセット 
[クリア条件] 

RES端子によるリセット 
TCSRWE = 1の状態で，B0WIに 0，WRSTに 0をライトしたと
き 

[セット条件] 
TCWDがオーバフローし，内部リセット信号が発生したとき 
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3. フローチャート 

main

SP = H'FF80

CCR I-bit = 1

TCSRWD1 = H'9E

TCSRWD1 = H'A2

TCSRWD1 = H'8E

?

m_rcv[] = H'00

TEND = 0 ?

transmit(WREN)

SSU_spi_init()

select_movement(TRANSMIT)

1

Yes

No

Yes

No

CCR I 1

TCSRWD1 WDON 0

SSU SPI

EEPROM

?

 

 

?

transmit(m_trs[])

TEND = 0 ?

transmit(WRITE)

transmit( )

transmit( )

2

1

No

Yes

Yes

No

EEPROM

EEPROM

EEPROM

(EEPROM )

?
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TEND = 0 ?

WIP  

transmit(RDSR)

transmit(H'FF)

tmp = receive()

transmit(H'FF)

tmp = receive()

tmp = receive()

select_movement(TR_RE)

2

3

No

No

Yes

Yes

EEPROM Status Register

Status Register

EEPROM ?

?

 

 

-1 ?

transmit(READ)

tmp = receive()

tmp = receive()

tmp = receive()

transmit(H'FF)

transmit(H'FF)

m_rcv[] = receive()

transmit( )

transmit( )

4

3

EEPROM

EEPROM

EEPROM

(EEPROM )

No

Yes
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TEND = 0 ?

m_rcv[] = receive()

TEND = 0

TE = 0

RE = 0

4

(EEPROM )

?

TEND

TE

RE

Yes

No
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5.4.2 SSU_spi_init()関数 
1 モジュール仕様 
• SSUを SPIモード (4線式バス通信モード) に初期化し，SSUモジュールスタンバイ状態を解除 
 

表 8 モジュール仕様 

 型 変数名 内容 
引数 なし なし なし 

 
2. 使用内部レジスタ説明 
以下に，本タスク例で使用する内部レジスタを示します。なお，設定値は本タスク例において使用してい
る値であり，初期値とは異なります。 
 
• SSCRH SSコントロールレジスタ H   アドレス：H'F0E0 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 MSS 1 R/W マスタ/スレーブデバイス選択 
モジュールをマスタデバイスと使用するか，スレーブデバイ
スとして使用するかを選択します。マスタデバイスの場合
は，SSCK端子から転送クロックを出力します。SSSRの CE
がセットされた場合には MSSを自動的にクリアします。 
1：マスタデバイスとして動作します。 

6 BIDE 0 R/W 双方向モードイネーブル 
シリアルデータ入力端子，出力端子を 2端子使用するか，1
端子のみ使用するかを選択します。 
0：標準モード。データ入力とデータ出力を 2端子使用して通
信します。 

2 SCKS 1 R/W SSCK端子選択 
SSCK端子をポートとして機能させるかシリアルクロック端
子として機能させるかを選択します。 
1：シリアルクロック端子として機能 

1 
0 

CSS1 
CSS0 

1 
1 

R/W 
R/W 

SCS端子選択 
SCS端子をポートとして機能させるか，SCS入力またはSCS
出力として機能させるかを選択します。 
CSS1 = 1, CSS0 = X：SCS出力として機能 (ただし，転送開
始前は SCS入力として機能) 

【注】 X：Don't care 
 
• SSCRL SSコントロールレジスタ L   アドレス：H'F0E1 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

6 SSUMS 1 R/W SSUモード選択 
シリアルデータ入力端子，出力端子をどのような組み合わせ
で使用するかを選択します。 
1：4線式バス通信モード 
SSCRHの MSS = 1, BIDE = 0のとき， 
データ入力：SSI端子，データ出力：SSO端子 
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• SSMR SSモードレジスタ   アドレス：H'F0E2 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 MLS 1 R/W MSBファースト/LSBファースト選択 
データ転送をMSBファーストで転送するか LSBファースト
で転送するかを選択します。 
1：MSBファースト 

2 
1 
0 

CKS2 
CKS1 
CKS0 

1 
0 
0 

R/W 
R/W 
R/W 

転送クロックレート選択 
内部クロックを選択した場合の転送クロックレート (プリ
スケーラ分周比) を設定します。表 9に転送レートを示しま
す。 
CKS2 = 1, CKS1 = 0, CKS0 = 0：φ/16 

 
表 9 転送レート 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 転送レート 
CKS2 CKS1 CKS0 

クロック
φ = 10MHz 

1 0 0 φ/16 625kHz 
 
• SSER SSイネーブルレジスタ   アドレス：H'F0E3 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 
このビットが 1のとき，送信動作が可能になります。 
0：送信動作を禁止 

6 RE 0 R/W レシーブイネーブル 
このビットが 1のとき，受信動作が可能になります。 
0：受信動作を禁止 

 
• SSSR SSステータスレジスタ   アドレス：H'F0E4 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

6 ORER 0 R/(W)* オーバランエラーフラグ 
受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを
示します。SSRDRでは，オーバランエラーが発生する前の
受信データを保持し，後から受信したデータが失われます。
さらに ORER = 1にセットされた状態で，それ以降のシリア
ル受信を続けることはできません。また，MSS = 1ではシリ
アル送信も続けることはできません。 

[セット条件] 
RDRF = 1の状態で次のシリアル受信を完了したとき 

[クリア条件] 
1をリードした後，0をライトしたとき 

【注】 * フラグクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 
• CKSTPR2 クロック停止レジスタ 2   アドレス：H'FFFB 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

4 SSUCKSTP 1 R/W SSUモジュールスタンバイ 
このビットが 0のとき，SSUはモジュールスタンバイ状態
になります。 
1：モジュールスタンバイを解除 
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3. フローチャート 

SSUCKSTP = 1

TE = 0

RE = 0

SSUMS = 1

SSMR = H'84

SSCRH = H'8F

ORER = 0

TE

RE

ORER

SPI (4 )

MSB

φ/16

SCKS SCS

SSU_spi_init

Return  
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5.4.3 select_movement()関数 
1. モジュール仕様 
• 動作モード選択 

表 10 モジュール仕様 

 型 変数名 内容 
引数 unsigned char mode 動作モードを選択 

 
2. 使用内部レジスタ説明 
以下に，本タスク例で使用する内部レジスタを示します。なお，設定値は本タスク例において使用してい
る値であり，初期値とは異なります。 
 
• SSER SSイネーブルレジスタ   アドレス：H'F0E3 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 TE 引数 R/W トランスミットイネーブル 
このビットが 1のとき，送信動作が可能になります。 
0：送信動作を禁止 
1：送信動作を許可 

6 RE 引数 R/W レシーブイネーブル 
このビットが 1のとき，受信動作が可能になります。 
0：受信動作を禁止 
1：受信動作を許可 
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• SSSR SSステータスレジスタ   アドレス：H'F0E4 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

6 ORER 0 R/(W)* オーバランエラーフラグ 
受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示し
ます。SSRDRでは，オーバランエラーが発生する前の受信デー
タを保持し，後から受信したデータが失われます。さらに ORER 
= 1にセットされた状態で，それ以降のシリアル受信を続けるこ
とはできません。また，MSS = 1ではシリアル送信も続けるこ
とはできません。 

[セット条件] 
RDRF = 1の状態で次のシリアル受信を完了したとき 

[クリア条件] 
1をリードした後，0をライトしたとき 

3 TEND 0 R/(W)* トランスミットエンド 
[セット条件] 
送信データの最後尾ビットの送信時に，TDREが 1であったとき

[クリア条件] 
1をリードした後，0をライトしたとき 
SSTDRへデータをライトしたとき 

1 RDRF 0 R/(W)* レシーブデータレジスタフル 
[セット条件] 
シリアル受信が正常終了し，SSTRSRから SSRDRへ受信デー
タが転送されたとき 

[クリア条件] 
1をリード後，0をライトしたとき 
SSRDRからデータをリードしたとき 

【注】 * フラグクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 
3. フローチャート 

TE, RE

TEND = 0

RDRF = 0

ORER = 0

/

TE, RE 1

TEND

RDRF

ORER

select_movement

Return  
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5.4.4 transmit()関数 
1. モジュール説明 
• 送信処理 

表 11 モジュール仕様 

 型 変数名 内容 
引数 unsigned char trs_data 送信データ 

 
2. 使用内部レジスタ 
以下に，本タスク例で使用する内部レジスタを示します。なお，設定値は本タスク例において使用してい
る値であり，初期値とは異なります。 
 
• SSSR SSステータスレジスタ   アドレス：H'F0E4 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

2 TDRE 不定 R/(W)* トランスミットデータエンプティ 
[セット条件] 

SSERの TEが 0のとき 
SSTDRから SSTRSRにデータ転送が行われ，SSTDRにデータ
ライトが可能になったとき 

[クリア条件] 
1をリードした後，0をライトしたとき 
SSTDRへデータをライトしたとき 

【注】 * フラグクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 
• SSTDR SSトランスミットデータレジスタ   アドレス：H'F0EB 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 
6 
5 
4 
3 
2 
1 
0 

bit7 
bit6 
bit5 
bit4 
bit3 
bit2 
bit1 
bit0 

不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
不定 

R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 
R/W 

送信するシリアルデータを格納する 8ビットのレジスタで，常に
CPUによるリード/ライトが可能です。SSTRSRに空きを検出する
と，SSTDRにライトされた送信データを SSTRSRに転送してシリ
アル送信を開始します。SSTRSRのシリアルデータ送信中，SSTDR
に次のデータをライトしておくと，連続してシリアル送信できま
す。SSTDRの初期値は H'00です。 

 
3. フローチャート 

SSTDR = trs_data

?

transmit

Return

TDRE = 0 ?
Yes

No
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5.4.5 receive()関数 
1. モジュール仕様 
• 受信処理 

表 12 モジュール説明 

 型 変数名 内容 
引数 なし なし なし 
戻り値 unsigned char  受信データ 

 
2. 使用内部レジスタ 
以下に，本タスク例で使用する内部レジスタを示します。なお，設定値は本タスク例において使用してい
る値であり，初期値とは異なります。 
 
• SSSR SSステータスレジスタ   アドレス：H'F0E4 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

6 ORER 0 R/(W)* オーバランエラーフラグ 
受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示し
ます。SSRDRでは，オーバランエラーが発生する前の受信デー
タを保持し，後から受信したデータが失われます。さらに ORER 
= 1にセットされた状態で，それ以降のシリアル受信を続けるこ
とはできません。また，MSS = 1ではシリアル送信も続けるこ
とはできません。 

[セット条件] 
RDRF = 1の状態で次のシリアル受信を完了したとき 

[クリア条件] 
1をリードした後，0をライトしたとき 

1 RDRF 0 R/(W)* レシーブデータレジスタフル 
[セット条件] 
シリアル受信が正常終了し，SSTRSRから SSRDRへ受信デー
タが転送されたとき 

[クリア条件] 
1をリード後，0をライトしたとき 
SSRDRからデータをリードしたとき 

【注】 * フラグクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 
SSRDR SSレシーブデータレジスタ   アドレス：H'F0E9 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 
6 
5 
4 
3 
2 
1 
0 

bit7 
bit6 
bit5 
bit4 
bit3 
bit2 
bit1 
bit0 

不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
不定 

R 
R 
R 
R 
R 
R 
R 
R 

受信したシリアルデータを格納する 8ビットのレジスタです。1バ
イトのシリアルデータの受信が終了すると，SSTRSRから受信し
たシリアルデータを転送して格納し，受信動作を完了します。この
後，SSTRSRは受信可能になります。このように SSTRSRと
SSRDRはダブルバッファになっているため，連続した受信動作が
可能です。なお，SSRDRはリード専用のレジスタで，CPUからラ
イトできません。SSRDRの初期値は H'00です。 
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3. フローチャート 

rcv = SSRDR

?

?

receive

return(rcv)

ORER = 1 ?

RDRF = 0 ?

Yes

Yes

No

No

 

 

5.5 リンクアドレス指定 
セクション名 アドレス 
CVECT H'0000 
P H'0100 
D, B H'FB80 
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改訂記録 

改訂内容  
Rev. 

 
発行日 ページ ポイント 

1.00 2005.03.18 — 初版発行 
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